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I Rp- 1　幼児の自己統制（self-regulation）の発達（V皿）

　　　　　　　　　　　　　　　　　中　田　　栄

　　　　　　　　　　　　　　（兵庫教育大・日本学術振興会）

　　I.目的：本研究は，幼児期における自己統制とその規定要因について，検討することを

　　目的とする。すでに，我々はこれまで５年間にわたる縦断的な観察記録を踏まえたうえで

　　独自に作成した他者評定形式の質問項目の妥当性と信頼性の検討を行い，幼児の自己統制

　　とその規定要因について検討してきた。さらに，本研究においは，家庭環境における子ど

　　もの経験を１次的規定要因とし，園環境や子どもの側の要因を２次的規定要因とし，モデ

　　ルの検討を行った。

　　Ⅱ。方法：調査対象は，幼稚園に在籍する４歳児クラスと５歳児クラスの幼児を持つ担任

　　の教師とし，家庭における親との関わりについては，母親評定とした。

　　(1)目的変数：①自己統制（18項目）。

　　(2)予測変数：①愛他性，②状況理解，③自己効力感，④他者理解など，計36項目，

　　（家庭）①親の過去のしつけ経験，②現在の親自身の価値観および行動特徴，③子どもに

　　　　　　対する働きかけなど，計45項目。

　　Ⅲ。結果（1)自己統制の規定要因の検討：重回帰分析の結果，標準偏回帰係数の絶対値が

　　｡20以上であったものを取り上げ，考察を加えていく。まず，1次的規定要因に着目する

　　と，親の子どもに対する“自律性尊重及び言語的自己主張の許容”が，子ども自身の“愛

　　他性”“状況理解・自律性”に強い正の影響を示していた。また，2次的規定要因として

　　は，“状況理解・自律性”“遊びに対する能動性”“愛他性”の順に自己統制に強い正の

　　影響を示していたことが明らかにされた。このことから，“自律性尊重及び言語的自己主

　　張の許容”は，子ども自身の“愛他性”“状況理解・自律性”などを媒介として自己統制

　　に間接的に影響している可能性が示唆された。

I Rp- 2　　　青年期後期の親子関係－その発達臨床的課題について
　　　　　　　　　　　　　　　吉川晴美

　　　　　　　　　　　　　　(東京家政学院大)
　(目的)今日の家族状況のなかで、大学生は親子関係についてどのように体験・認識して

いるのだろうか。本研究では、大学生の日常生活における①問題(危機)場面の親のかか

わり方、②コミュンケーションの頻度、③関係認識、④自身の満足度等を調査し、これら

の結果から、青年期後期の発達臨床的課題について考察する。
　(方法)本学家政学部学生(92名)、他大学教育学部学生(82名)の女子学生計174名を対象

に質問紙法による調査を実施。結果をχ2検定、残差分析等から分析、考察する。
　(結果)幼児期から大学期のなかで、中学・高校期に、親子関係の満足度が一番低い。大

学期・低満足群は、高満足群より父とのコミュ―-ケーションが希薄であり、食事や金銭に

関する問題が多く起こっている。問題場面への対応が、母は両群の差はないが、高満足群

の父が、意見を交わし共に考える、まかせ見守る等のかかわり方が多いのに比して、低満
足群の父が、説教する、妻にまかせ等の外在、外接的なかかわり方が多い(pく｡01)。幼児

期から大学期を通して恒常的な低満足群は12. 6%あり、そのなかで親子関係を母接在、父

外接と認識している場合が36%、両方に外接、外在と認識している場合が32%あった。以
上から、幼児期から現在までを通して約1/4は親子関係にほぼ満足しているが、約１割強

は連続的に満足度が低く、それが現在の、特に父との関係の希薄さ、外在化という面に顕

在化している傾向がある。青年期後期の発達課題の、自立と対等な相互関係の樹立とが達
成されていくためには、父子関係の改善、母の媒介的役割等による、関係発展への工夫と

ともに、幼児期からの父母子関係の三者関係的発展の重要性について改めて認識された。
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